
 

岡山地域｢持続可能な開発のための教育｣推進協議会会則 

  

 

（設置） 

第１条 岡山地域｢持続可能な開発のための教育｣推進協議会（以下「協議会」という。）を設置する。 

 

（目的） 

第２条 岡山地域は、２００５年に｢国連持続可能な開発のための教育の１０年｣（以下「国連ＥＳＤ

の１０年」という）の推進拠点であるＲＣＥに認定され、２０１４年秋には「ＥＳＤに関するユ

ネスコ世界会議」の関連会議の開催地となった。協議会は２０１５年以降も、地域内の関係機関

や組織等が連携を一層強化し、地域の特性に応じた効果的なＥＳＤを推進することにより、「国

連ＥＳＤの１０年」以降の国際的なＥＳＤの継続推進の枠組みである「ＥＳＤに関するグローバ

ル・アクション・プログラム」等をふまえ、世界及び地域の｢持続可能な社会づくり｣に、より幅

広く広域的に貢献していくことを目的とする。 

 

（事業） 

第３条 協議会は、前条の目的を達成するために次の事項を行う。 

（１）ＥＳＤ推進のための基本方針および事業実施計画の策定 

（２）基本方針および事業実施計画に基づく事業の実施及び進行管理 

（３）基本方針に賛同する各団体・組織・機関の活動等の支援 

（４）ＥＳＤに取り組む各団体・組織・機関の連携や交流、連絡調整及び協働で行う取組の推進 

（５）ＥＳＤに取り組む国内外の各団体・組織・機関との情報交換や交流の推進 

（６）ＥＳＤ推進のための資源（資金、人材、情報）の調達 

（７）地域全体のＥＳＤに関する知識・理解の向上 

（８）地域の特性に応じたＥＳＤ推進のための手法の検討 

（９）その他、地域のＥＳＤの推進に関すること 

 

（委員会） 

第４条 協議会に係わる重要事項を協議するため、協議会に委員会を置く。 

２ 委員会は、基本方針に賛同する各団体・組織・機関の構成員や学識経験者、関係行政機関の職

員等２０名程度の委員により構成する。 

３ 前項に規定する委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。また、補欠の委員の任期

は前任者の残任期間とする。 

 

（役員） 

第５条 協議会の役員及びその職務は次のとおりとし、前条第２項に規定する委員の互選により選出

する。 



（１）会 長 １名 協議会を代表し、会務を総理する。 

（２）副会長 若干名 会長を補佐し会長に事故がある場合はその職務を代理する。 

（３）監 事 若干名 協議会の出納その他の事務を監査する。 

２ 協議会に、必要に応じて若干名の顧問及び参与を置くことができる。 

（１）顧問及び参与は、会長が選任する。 

（２）顧問は、必要に応じ、会長に助言をすることができる。 

（３）参与は、協議会の運営に関し、意見を述べることができる。 

 

（運営委員会） 

第６条 協議会の基本方針に基づき具体的な取組や事業の検討を行うとともに、第４条第１項に規定

する委員会の決定を踏まえそれを執行するため、協議会に運営委員会を置く。 

２ 運営委員会は、基本方針に賛同する各団体・組織・機関の構成員や学識経験者、関係行政機関

の職員等の中から会長が指名した２０名程度の運営委員により構成する。 

３ 運営委員会の役員及びその職務は次のとおりとし、前条に規定する運営委員の互選により選出

する。 

（１）運営委員長  １名 運営委員会を代表し、運営委員会の事務を掌理する。 

（２）副運営委員長  若干名 運営委員長を補佐し運営委員長に事故がある場合はその職務を代理す

る。 

４ 運営委員会は、必要に応じて運営委員会内に部会を設けることができる。 

５ 部会は、運営委員長が指名する者で構成する。 

６ 部会の役員及びその職務は次のとおりとし、前項に規定する部会員の互選により選出する。 

（１）部会長  １名 部会を代表し、部会の事務を掌理する。 

（２）副部会長  若干名 部会長を補佐し部会長に事故がある場合はその職務を代理する。 

 

（評価委員会） 

第７条 協議会の事業に対する評価を行うため、協議会に評価委員会を置くことができる。なお、評

価委員は協議会会長の指名する者で構成する。 

 

（会議） 

第８条 第４条第１項に規定する委員会は、会長が必要に応じて又は同条第２項に規定する委員の３

分の１以上から請求があった時、会長が招集する。 

２ 委員会の議長は会長がこれにあたる。 

３ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ会議を開くことができない。 

４ 委員会の議事は、出席した委員の過半数でこれを決し、可否同数の場合には、議長の決するとこ

ろによる。 

５ 本条の規定は、運営委員会及び評価委員会に準用する。このとき、「委員」はそれぞれ「運営委

員」及び「評価委員」と読み替えるものとする。 

 



（関係者の出席） 

第９条 会長は、意見聴取等の必要があると認めたときは、第４条第１項、第６条第１項及び第７条

に規定する委員会、運営委員会及び評価委員会に関係者の出席を求めることができる。 

 

（事務局） 

第１０条 協議会の事務を処理するため、岡山市市民協働局市民協働部ＳＤＧｓ・ＥＳＤ推進課内に

事務局を置く。 

 

（会計） 

第１１条 協議会の経費は、次のものをもってあてる。 

（１）負担金 

（２）助成金、補助金 

（３）その他の収入 

２ その他会計に関し必要な事項は会長が定める。 

 

（その他） 

第１２条 この会則に定めるもののほか、協議会の運営に関して必要な事項は会長が別に定める。 

 

付 則 

会則は、平成１７年４月２０日から施行する。 

平成１８年５月１１日一部改正 

平成２１年４月１８日一部改正 

平成２５年４月３０日一部改正 

平成２７年４月２４日一部改正 

平成２９年５月９日一部改正 

令 和 ２ 年 ５ 月 １ 日一部改正 

 


